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大 会 日 程 

 
－ 受 付 －             12:30 

１ 開 会                                  13:00 

２ 主催者挨拶                                     13:00～13:05 

３ 来賓祝辞                                          13:05～13:15 

４ 漁業後継者表彰                       13:15～13:30 

５ 漁業士認定証授与                          13:30～13:45 

６ 若手漁業者の発表 

「漁師になった経緯と今後の目標」                          13:45～14:00 

上越漁業協同組合 筒石支所 森 優貴 

７  海洋高校生の発表                       14:00～14:20 

  「だから『今』が面白い」 

   新潟県立海洋高等学校水産資源科資源育成コース３年 宮澤 葵 

８ 実績発表                           

（１）「新潟南浜地区の「舫いプロジェクト」について」      14:20～14:40 

    新潟南浜地区舫いプロジェクト推進協議会  会長 神田 義信 

（２）「佐渡の漁業、その変化と未来  

～これからの佐渡魚市場が果たす役割～」   14:40～15:00 

    佐渡水産物地方卸売市場  総務課長代理 木村 章平 

（３）「港内低利用水域を活用したクロモ養殖の試み」       15:00～15:20 

上越漁業協同組合筒石支所  研究会長 新保 光朗 

 

－ 休 憩 －                    15:20～15:30 

 

９ 講演                            15:30～16:00 

 「なぜ漁業現場で「スポットワーク」利用が増え、担い手確保に繋がっているのか」 

タイミー株式会社 一次産業グループ 漁業プロジェクトオーナー 宍戸 健太 

10 漁業士会活動報告                          16:00～16:05 

11 審査講評                          16:05～16:10 

12 表彰                            16:10～16:20 

13 閉会挨拶                                              16:20～16:25 

 



第６９回新潟県青壮年・女性漁業者交流大会開催要領 
 

１ 目 的 

   この大会は、県内の青壮年及び女性漁業者が一堂に会し、日頃の研究・実践活動につ

いて広く研究討論することで、漁業と漁村の活性化を図ることを目的とする。 

                                                

２ 主 催   新潟県 

 

３ 協 賛    新潟県漁業協同組合連合会 

        東日本信用漁業協同組合連合会 

             日本漁船保険組合 新潟県支所 

             全国漁業信用基金協会 新潟支所 

             公益社団法人 新潟県水産振興協会 

             全国合同漁業共済組合 新潟県事務所 

             新潟県ＪＦ共済推進本部 

 

４ 後 援   新潟日報社 

               NHK 新潟放送局 

               TeNY テレビ新潟 

 

 

         
 

５ 日 時   令和８年１０月２７日（火） １３:００～１６:２５ 

 

６ 場 所    新潟県自治会館 講堂 

        新潟市中央区新光町４−１ 

        電話 ： 025-284-4101 

 

７ 内 容 

（１）漁業後継者表彰 

    新潟県内において、毎年９月１日現在、引き続き６か月以上漁業に従事し、かつ

50 歳未満の者で、将来を新潟県の沿岸漁業に託そうと情熱をもって従事している者

を激励する。 

 

（２）漁業士認定証授与 

   地域で優れた漁業経営や地域活性化活動に取り組んでいる漁業者を、漁業士として

県知事が認定する。 

 



（３）若手漁業者による発表 

     地域における若手漁業者が漁業に対する思いや今後の抱負を発表する。 

 

（４）海洋高校生による発表 

海洋高校生が日頃取り組んでいる研究や学校活動を発表する。 

 

（５）実績発表 

   漁村の青壮年・女性グループ等が自主的に行った実践活動の事例を紹介・報告する。 

 

（６）講演 

  「なぜ漁業現場で「スポットワーク」利用が増え、担い手確保に繋がっているのか」 

タイミー株式会社 一次産業グループ 漁業プロジェクトオーナー 宍戸 健太 

 

（７）漁業士会活動報告 

   漁業士が漁村の活性化に向けた活動を報告する。 

 

８ 実績発表 

（１）発表者資格 

     漁村青壮年グループ及び女性グループ等。 

 

（２）発表時間 

    １課題につき、発表時間 15 分及び質疑時間５分。 

   

（３）表彰 

   発表優秀者に対し、新潟県知事賞及び新潟県漁業協同組合連合会長賞（副賞）を授

与する。優秀な発表については２人以内を全国大会に推薦する。 

  

（４）助言者及び審査員 

    発表内容について助言及び成績を審査するために、次の委員を置く。 

国立研究開発法人水産研究・教育機構水産資源研究所新潟拠点長、新潟県漁業協同組

合連合会会長 東日本信用漁業協同組合連合会新潟支店運営委員長、新潟県マリン

ライフアドバイザー代表、新潟県漁業士会長  新潟県水産海洋研究所長 新潟県農

林水産部漁港課長、新潟県農林水産部水産課長 

 

 


